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森本健太郎さん原田優作さん

奥村史弥さん

我満俊文さん本橋慎太郎さん

板垣茉莉さん三浦達雄さん

山川佑二さん中野瑛介さん

は
じ
め
に
、
芳
賀
匠
さ
ん

（
み
ど
り
・
北
海
道
岩
見
沢

農
業
高
）
、

長
谷
川
優
介

さ
ん
（
商
経

・
福
島
県
私

立
福
島
高
）

の
両
学
科
総
代
に
、
寺
本
千

名
夫
学
長
か
ら
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
。
続
い
て
、
川
島

記
念
学
術
賞
を
受
賞
し
た
森

本
健
太
郎
さ
ん
、
原
田
優
作

さ
ん
に
日
髙
理
事
長
か
ら
賞

状
が
、
寺
本
学
長
か
ら
記
念

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、
学
長
賞

に
選
ば
れ
た
８
人
（
別
項
参

照
）
に
賞
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
た
。

寺
本
学
長
は
式
辞
で
「
皆

さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
と
、

一
学
年
だ
け
の
学
校
生
活
と

い
う
二
つ
の
課
題
を
立
派
に

乗
り
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

正
規
の
課
程
を
終
え
、
学
位

を
手
に
し
た
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
」
と
た
た
え
、「
本

学
で
の
２
年
間
は
生
活
す
る

こ
と
∥
生
き
る
こ
と
の
学
び

の
場
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
が
親
元

か
ら
離
れ
て
生
活
し
、
家
族

の
あ
り
が
た

さ
に
気
付
い

た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
し
っ
か

り
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。
Ｏ

Ｂ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
「
私
に
と
っ
て
は
最
も
重

要
で
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、

今
で
も
『
北
短
』
を
卒
業
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
堂
々
と
胸

を
張
っ
て
、
元

気
に
母
港
か
ら

出
港
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う

倉
内
悠
太
さ
ん

（
平
１９
経

済

科
）
の
言
葉
を

紹
介
し
た
。

引
き
続
き
日

髙
理
事
長
が
祝

辞
を
述
べ
、
来

賓
を
代
表

し

て
、
髙
橋
美
唄

市
長
、
甘
竹
専
修
大
学
校
友

会
長
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ

た
。

最
後
に
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
青
木
京
介
さ
ん
（
み
ど

り
・
北
海
道
伊
達
緑
丘
高
）

が
「
今
日
と
い
う
日
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
と
感
動

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
学
習
や
体
験
を
通
じ
、

専
門
知
識
や
技
術
に
裏
付
け

ら
れ
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し

て
歩
み
始
め
た
自
己
の
変
化

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
か
け

が
え
の
な
い
仲
間

と

の

『
絆
』
と
、
本
学
の
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、
目

標
に
向
け
て
ま
い
進
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
、

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

式
終
了
後
、
卒
業
生
た
ち

は
学
科
ご
と
に
教
室
に
移

動
。
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
足
達
健
夫

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
長
、

森
山
軍
治
郎
商
経
社
会
総
合

学
科
長
か
ら
学
位
記
が
手
渡

さ
れ
た
。

卒
業
生
た
ち
は
学
位
記
を

手
に
、
２
年
間
の
思
い
出
深

い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
別
れ
を
告

げ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

２
０
１
１
年
度
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
卒
業
式
が
３
月
５
日
、
本
学
体
育

館
で
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
度
は
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
４６
人
、
商
経
社
会
総
合
学

科
８９
人
の
計
１
３
５
人
が
短
期
大
学
士
の
学
位
を
取
得
（
１
９
６
８
年
の
開
学
以

来
、
４４
年
間
の
卒
業
生
累
計
は
１
万
２
０
６
４
人
）
。
日
髙
義
博
理
事
長
、
坂
田

隆
石
巻
専
修
大
学
長
を
は
じ
め
、
髙
橋
幹
夫
美
唄
市
長
、
内
馬
場
克
康
美
唄
市
議

会
議
長
、
甘
竹
秀
雄
専
修
大
学
校
友
会
長
ら
多
く
の
来
賓
、
教
職
員
に
加
え
、
父

母
ら
約
９０
人
が
列
席
し
、
卒
業
生
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
し
た
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

布
川
雅
典
ゼ
ミ
、
兵
庫
県
西

宮
香
風
高
∥
島
根
大
学
生
物

資
源
科
学
部
生
態
環
境
科
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

髙
木
秀
典
ゼ
ミ
、
山
形
県
山

形
市
立
商
業
高
∥
専
修
大
学

商
学
部
会
計
学
科

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

溝
延
学
ゼ
ミ
、
北
海
道
池
上

学
院
高
∥
岩
手
大
学
農
学
部

農
学
生
命
課
程

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

工
藤
正
義
ゼ
ミ
、
山
形
県
置

賜
農
業
高
∥
置
賜
農
業
共
済

組
合

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

三
上
敬
司
ゼ
ミ
、
青
森
県
五

所
川
原
農
林
高
∥
岩
手
大
学

工
学
部
社
会
環
境
工
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

山
田
正
範
ゼ
ミ
、
栃
木
県
大

田
原
高
∥
専
修
大
学
経
済
学

部
国
際
経
済
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

髙
木
秀
典
ゼ
ミ
、
山
形
県
山

形
市
立
商
業
高
∥
専
修
大
学

商
学
部
会
計
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

髙
木
秀
典
ゼ
ミ
、
東
京
都
京

北
学
園
白
山
高
∥
専
修
大
学

商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

髙
木
秀
典
ゼ
ミ
、
山
形
県
山

形
市
立
商
業
高
∥
専
修
大
学

商
学
部
会
計
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

津
田
潤
ゼ
ミ
、
千
葉
県
佐
倉

南
高
∥
専
修
大
学
経
済
学
部

国
際
経
済
学
科

「
２
０
１
１
年
度
卒
業
パ

ー
テ
ィ
ー
」
（
学
生
自
治
会

主
催
）
が
卒
業
式
終
了
後
、

セ
ベ
ッ
ク
会
館
の
食
堂
で
開

催
さ
れ
た
。
卒
業
生
の
ほ

か
、
父
母
、
教
職
員
ら
約
２

０
０
人
が
参
加
。
会
場
に
は

２
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
た

ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
卒

業
生
た
ち
は
、
美
唄
市
名
物

の
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
教
職
員

や
仲
間
た
ち
と
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
、
和
や
か
に
懇
談

し
た
。

学
生
自
治
会
の

藤
田
真
委
員
長

（
み
ど
り
・
北
海

道
真
狩
高
）
の
司

会
で
お
米
な
ど
の

美
唄
市
特
産
品
を

か
け
た
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
も
行
わ

れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ

た
。

■「ニュース専修」への掲載の終了について

今月号（第４９８号）をもちまして、「ニュース専修」の

「北海道短期大学」ページは最後となります。長い間ご

愛読いただきまして、誠にありがとうございました。

■各種証明書の発行について

卒業証明書や成績証明書などの各種証明書の発行は引

き続き行います。詳しくはホームページでご確認くださ

い。

【問い合わせ先】

専修大学北海道短期大学

〒０７９‐０１９７ 北海道美唄市字美唄１６１０‐１

TEL ０１２６-６３-４３２１ FAX ０１２６-６３-３０９７

E-mail:info@senshu-hc.ac.jp
▲ 看板どおり〝卒業おめでとう〟

▲ お礼の言葉を述べる青木京介さん

和やかに卒業パーティー

▲ 各教室で学位記が手渡された

２年間の思い出語り合う

感謝の気持ちを忘れずに

石
巻
専
修

大

学

長

、坂
田

ら
列
席

日
髙
理
事
長

２２００１１１１年年度度卒卒業業式式

▲ 川島記念学術賞の賞状を授

与する日髙理事長（右）

〝
二
つ
の
課
題
克
服
〟に
敬
意

―
―
寺
本
学
長
が
式
辞

▲ 最後の楽しいひと時を過ごした

▶

思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
る
卒
業
生
た
ち

澤田みのりさん

※学科に続き、所属ゼミ、出身校、進路

▲ 式辞を述べる寺本学長

●お知らせ●

川島記念学術賞

学 長 賞

第４９８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１２年（平成２４年）３月２７日（１３）


